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鴨島運動場(旧鴨島県⺠グラウンド)

約
１
，
０
０
０
発
の
打
ち
上
げ
花
火
と

仕
掛
け
花
火
が
、
夏
の
夜
空
を
美
し
く

彩
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ ２４−２２７４
 吉野川市納涼花⽕⼤会実⾏委員会�

TEL FAX ２４−２２８８（吉野川商⼯会議所）�

議
　
長

岸
田　

益
雄
（
き
し
だ
・
ま
す
お
）

氏
＝
69
歳
、
鴨
島
町
鴨
島

副
議
長

菊
川　
充
憲（
き
く
か
わ・み
つ
の
り
）

氏
＝
59
歳
、
鴨
島
町
鴨
島

各
種
委
員
会
委
員

　

各
委
員
会
の
構
成
は
次
の
と
お
り

で
す
。
◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員

長
（
敬
称
略
）

【
総
務
常
任
委
員
会
】

◎
岡
田
光
男
、
○
阿
佐
勝
彦
、
中
西

渉
、
岸
田
益
雄
、
塩
田
智
子
、
田
村

修
司

【
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
】

◎
谷
田
憲
二
、
○
山
側
紗
矢
香
、
枝

澤
幹
太
、
福
岡
正
、
菊
川
充
憲
、
近

久
寛

【
産
業
建
設
常
任
委
員
会
】

◎
戸
出
敏
夫
、
○
桒
原
五
男
、
原
田

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

由
一
、
細
井
英
輔
、
藤
原
一
正
、
相

原
一
永

【
議
会
運
営
委
員
会
】

◎
細
井
英
輔
、
○
田
村
修
司
、
戸
出

敏
夫
、
原
田
由
一
、
谷
田
憲
二
、
岡

田
光
男

【
議
会
広
報
特
別
委
員
会
】

◎
中
西
渉
、
○
近
久
寛
、
戸
出
敏
夫
、

枝
澤
幹
太
、
菊
川
充
憲
、
岡
田
光
男

◆
徳
島
中
央
広
域
連
合
議
会
議
員

（
敬
称
略
）

岸
田
益
雄
、
菊
川
充
憲
、
中
西
渉
、

細
井
英
輔

◆
阿
北
火
葬
場
管
理
組
合
議
会
議
員

（
敬
称
略
）

岸
田
益
雄
、
戸
出
敏
夫
、
枝
澤
幹
太
、

菊
川
充
憲
、
相
原
一
永

◆
阿
北
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合

議
会
議
員
（
敬
称
略
）

岸
田
益
雄
、
福
岡
正
、
阿
佐
勝
彦
、

山
側
紗
矢
香
、谷
田
憲
二
、田
村
修
司
、

藤
原
一
正

◆
中
央
広
域
環
境
施
設
組
合
議
会
議

員
（
敬
称
略
）

岸
田
益
雄
、
谷
田
憲
二
、
原
田
由
一
、

塩
田
智
子
、
桒
原
五
男
、
岡
田
光
男
、

近
久
寛

条
例

●
「
吉
野
川
市
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
」
お
よ
び
「
吉
野

川
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
」

　
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
よ
り
拡
充

さ
れ
た
部
分
休
業
制
度
お
よ
び
仕
事

と
育
児
の
両
立
支
援
制
度
を
利
用
し

や
す
い
勤
務
環
境
の
整
備
に
対
応
す

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

●
「
吉
野
川
市
重
度
心
身
障
が
い
者

等
に
対
す
る
医
療
費
の
助
成
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
」

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
の
通
院
を

当
該
制
度
の
助
成
対
象
と
し
て
拡
充

す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

●
「
吉
野
川
市
下
水
道
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
」

　
下
水
道
事
業
の
経
営
健
全
化
を
目

的
と
し
て
、
公
共
下
水
道
の
使
用
料

を
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
お
よ

び
農
業
集
落
排
水
と
同
水
準
の
金
額

と
す
る
よ
う
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

●
「
吉
野
川
市
水
道
事
業
及
び
下
水

道
事
業
の
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び

基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
」

　
地
方
公
営
企
業
法
が
適
用
さ
れ
る

企
業
職
員
に
つ
い
て
育
児
に
係
る
部

分
休
業
制
度
の
拡
充
を
行
う
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

予
算

◇
「
令
和
７
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）」

◦
「
定
額
減
税
補
足
給
付
金
（
不
足
額

給
付
）
事
業
」
３
億
１
０
０
０
万
円

◦
「
上
水
道
基
本
料
金
等
支
援
事
業
」

３
５
７
０
万
円

◦「
書
か
な
い
窓
口
導
入
事
業
」
３
１ 

８
３
万
６
千
円

◦
「
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

事
業
」
４
２
６
万
７
千
円

◦
「
つ
つ
じ
公
園
ト
イ
レ
整
備
事
業
」

７
５
０
万
円

◦
「
鴨
島
第
一
中
学
校
改
修
事
業
」

５
４
３
万
５
千
円

◦
「
中
学
校
屋
内
運
動
場
空
調
設
備

整
備
事
業
」
９
４
７
万
２
千
円

◦
「
学
習
支
援
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
等
導

入
事
業
」
１
７
３
３
万
２
千
円

な
ど
、
合
わ
せ
て
４
億
６
２
３
５
万 

３
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算 

総
額
を
、
２
１
８
億
２
７
３
５
万 

３
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
「
令
和
７
年
度
吉
野
川
市
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）」

　
「
上
水
道
基
本
料
金
等
支
援
事
業
」

に
係
る
費
用
と
し
て
、
収
益
的
収
入

お
よ
び
支
出
の
予
定
額
を
補
正
す
る

も
の
で
す
。

◇
「
令
和
７
年
度
吉
野
川
市
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）」

　
国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
実
施
す

る
「
公
共
下
水
道
中
央
雨
水
幹
線
の

特
別
重
点
調
査
業
務
」
に
係
る
費
用

と
し
て
、
資
本
的
支
出
の
予
定
額
を

補
正
す
る
も
の
で
す
。

防
災
行
政
無
線
電
話
音
声
案
内
サ
ー
ビ
ス　
　
　
　
☎
22-

２
２
８
０

防
災
行
政
無
線
か
ら
の
放
送
内
容
を
聞
き
逃
し
た
場
合
、

電
話
に
よ
り
放
送
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
電
話
音
声
案
内
サ
ー
ビ
ス　
　
　
　
☎
22-

２
２
８
０

　
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
人
口
減

少
、
施
設
老
朽
化
、
物
価
上
昇
が
経

営
を
圧
迫
し
、
使
用
料
収
入
だ
け
で

は
経
費
を
賄
え
な
い
状
態
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
鴨
島
地
区

の
公
共
下
水
道
事
業
は
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
に
大
き
く
依
存
し
て

お
り
、
持
続
可
能
な
運
営
を
目
指
す

改
善
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
鴨
島

地
区
の
公
共
下
水
道
事
業
使
用
料

を
他
の
２
事
業
と
同
水
準
へ
引
き
上

げ
る
条
例
改
正
を
本
定
例
会
に
提

出
し
て
お
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
一

般
家
庭
汚
水
10
立
方
メ
ー
ト
ル
ま
で

の
基
本
料
金
を
現
行
の
８
８
０
円
を

１
１
０
０
円
に
、
ま
た
10
立
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
超
過
料
金
を
、
１
立

方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
現
行
１
１
０
円

を
１
６
５
円
に
改
め
、
本
年
10
月
使

用
分
よ
り
適
用
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
改
定
を
も
っ
て
し

て
も
、
国
が
「
最
低
限
行
う
べ
き
経

営
努
力
」
と
す
る
使
用
料
水
準
に
達

し
て
お
ら
ず
、
今
後
も
引
き
続
き
使

用
料
の
適
正
化
に
向
け
た
検
討
を
進

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
度
の
料
金
改
定
の
対
象
と
な

り
ま
し
た
鴨
島
地
区
の
皆
様
に
は
一

定
の
ご
負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
将
来
に
わ
た
り
安
定

的
で
持
続
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
に
、
何
卒
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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